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研究成果の概要（和文）：本研究は、北欧現象学者との共同研究に基づき、人間の傷つきやすさと有限性に着目
して、誕生、老い、病い、死、障がい、痛み、性とジェンダーといった具体的な問題を現象学的に考察すること
を目指した。毎年、北欧の現象学者と共同研究を行い、北欧現象学会に2-3人の発表者を派遣し、2018年北京で
の世界哲学会でも二つのラウンドテーブルで研究発表・学術交流を行った。また、国内の研究会も通算10回の開
催となり、それぞれの研究成果についてお互いに意見交換をすることができ、それをもとに研究成果報告書（非
公開）を作成し、それにより近い将来に研究成果をまとめた書物を刊行するための交渉を出版社と始めることが
できた。

研究成果の概要（英文）：This project based on collaboration with Nordic phenomenologists was 
intended to focus on the vulnerability and the limitations of human beings and phenomenologically 
investigate concrete problems such as birth, aging, illness, death, disability, pain, sex and 
gender. Every year we had collaborative meetings with Nordic phenomenologists, sent two or three 
members to the annual conference of the Nordic Society for Phenomenology and organized two round 
tables at the World Congress of Philosophy in Beijing 2018. Also we organized domestic meetings 
totally ten times, made mutual exchange of opinions on each result of research and edited a report 
(unpublished), so that we could began a negotiation with a publisher about a possibility to publish 
a book in the near future.

研究分野：哲学・倫理学

キーワード： 北欧現象学　傷つきやすさ　生老病死　性とジェンダー　障がい
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果は、医学モデルでも社会モデルでもこぼれ落ちてしまう人間の傷つきやすさと有限性の現象を当事者
の視点から現象学的に考察することで、医学や社会学では見逃されていた事象を明らかにするという学術的な意
義をもっている。それはひいては、超高齢社会、少子化、男女共同参画といった現代社会の諸問題を当事者視点
から解明することで、社会的な解決のための議論に貢献することが期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 応募者は、フッサールの間主観性の現象学の研究を一貫して継続しながら、その延長線上で
海外の現象学者たちと学術的交流を続けて来た。その一方で、間主観性の具体的なあり方を解
き明かす一つの道としてケアをめぐる問題に取り組み、ケアの現象学の共同研究においては看
護や介護の研究者と、臨床哲学の共同研究においては精神科医との対話に取り組み、さらに地
域でのケア文化の育成にも取り組んで来た。 
 そうした研究の経緯のなか、現象学とケアの問題への関心を共有するスウェーデンの現象学
者 (Karin Darlberg教授、当時リネウス大学)に出会い、北欧ケア(北欧諸国に特徴的なケ ア観
をこう呼んだ)の哲学的背景を探究すべく、死生学・看護学・リハビリ学・福祉学・文化人 類
学といった多分野の研究者との学際的な共同研究「北欧ケアの実地調査に基づく理論的基礎と
哲学的背景の研究」(平成 22〜24 年度、基盤研究(B))および「北欧の在宅・地域ケアに繋がる
生活世界アプローチの思想的基盤の解明」(平成 25〜27 年度、基盤研究(B))に取り組んできた。
その過程でさらに、性的差異(男性・女性)の問題を問い直すフェミニスト現象学から出発しな
がら誕生・老い・死といった問題に関心を寄せてきているスウェーデンの研究者(Lisa Forkmar- 
son Käll准教授、当時リンショーピン大学)やフィンランドの研究者(Sara Heinämaa教授、ヘ
ルシンキ大学・ユヴェスキュラ大学兼任)とも出会うことになり、彼らの関心動向の背景には、
北欧諸国が福祉とケアの先進国としてケアの問題への関心が高く、また働く女性への支援が充
実しているため女性研究者が多いということがあると感じるようにもなった。 こうして、私が
現象学とケアへの関心から出発して取り組んで来たことと彼らが性的差異の現象学から出発し
て取り組んで来たことが、それぞれパーソンセンタード・ケアや当事者研究という考えとも繋
がりながら、人間の傷つきやすさ(病い、老い、障がい)と有限性(誕生と死によって限られてあ
ること)の現象学的研究へと合流するのではないかと考えた。 
 こうした関心の出会いのなかで北欧現象学者たちと交流が深まり、2014 年 3 月には、上記
の Käll 准教授を招いて研究会「北欧のフェミニスト現象学とケア」を開催し、同年 10 月に
は、同准教授の招きにより、応募者が国際会議「認知症とともに生きる:関係」(リンショーピ
ン大学)に参加し発表「対人関係の病いとしての認知症」を行った。また、2015 年 3 月には
上記 Heinämaa教授を大阪大学に招聘し、公開講演会「老いと死:現象学的哲学的アプローチ」
および公開セミナー「フェミニスト現象学」を開催し、同年 5月には若手研究者(イリーナ・ポ
ルシェチック博士、ヘルシンキ大学)を招聘し、公開セミナー「フェミニスト現象学に関する研
究」 を開催した。また、同年 9 月には、応募者がヘルシンキ大学に招かれ、Heinämaa 教授
がオーガナイズした学際的ワークショップ「対話と間主観性」にて基調講演「フッサール現象
学と精神医学における対話」を行い、さらには上記ダールベリ教授の紹介により、「パーソンセ
ン タードケア・センター」(ヨーテボリ大学、スウェーデン)で講演「パーソンセンタード・ケ
アの間主観性」を行った。こうした経緯から、「北欧現象学者との共同研究に基づく人間の傷つ
きやすさと有限性の現象学的研究」という本研究の構想を抱くに至った。 
 
２．研究の目的 
 日本の現象学者と北欧現象学者の交流が始まって 8年が経ち、これまで先行してきた独・仏・ 
米といった国々の現象学者とは少し異なる研究の交流が行われて来ている。その違いは、北欧
諸国が福祉とケアの先進国であること、その事と連動して女性の研究者が多いこと、こうした
ことが背景にあるように思われる。その特徴を人間の傷つきやすさと有限性に着目した現象学
の動向として捉え、誕生、老い、病い、死、障がい、痛み、性といった問題の広がりを現象学
的に考察する共同研究を行うことが、本研究の課題である。本研究は、当事者の視点から考察
を始めることで、社会の側からの視点ではこぼれ落ちてしまう現象を解明し、ひいては、超高
齢社会、少子化、男女共同参画といった現代社会の諸問題の解明にも貢献することが期待され
る。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、北欧の現象学者たちとの共同研究に基づいて、日本側の現象学者たちがそれぞれ
の関心から「人間の傷つきやすさと有限性」という共通テーマについて共同研究するものであ
る。そのため、(1)それぞれの関心がこの共通テーマに繋がっていくことを少しずつ確認しなが
ら、 (2)国内での研究会により共同研究を推進し、(3)日本側メンバーが北欧の学会・研究会に
参加・発表して、北欧での共同研究を行なうとともに、(4)北欧の現象学者を招聘して、国内で
国際シンポジウムを開催して学術的交流を深め、(5)それぞれの研究成果をインターネットおよ
び紙媒体で公開し、(6)近い将来に研究成果をまとめた書物を刊行することを目指す。 
 
４．研究成果 
 本科研では、「誕生、老い、病い、死、障がい、痛み、性」という問題の場面が「人間の傷つ
きやすさと有限性」という共通テーマに繋がってくることを少しずつ確認するために、各年度
に「誕生」「老い」「死」という三つの媒介的テーマを配置して、それらを各年度の核にすえな
がら共同研究を進めることを計画した。 
 平成 28年度は、「誕生」を共同研究の核に据えて、それにまつわる性・生理・性行為・生殖・
受精・避妊・不妊・妊娠・中絶・出産・障かい・少子化といった諸問題に焦点を当てた。共同



研究を始めるにあたって、それぞれのこれまでの研究成果を共有するとともに、これまでのそ
れぞれの関心がやがては共通テーマへと繋がっていくことを少しずつ確認しながら、北欧現象
学者たちとの学術的交流を開始した。国内での研究会は、第 1回研究会を大阪大学(2016/7/18)、 
第 2回研究会を明治大学(2016/12/23)、第 3回研究会を神戸大学(2017.2.20)にて行い、とりわ
け第 3回研究会は、国際シンポジウムも兼ねて、他科研 (代表:研究分担者の稲原)の招へいに
よりスウェーデン・ヨーテボリより来日していた Emma Gran講師に参加いただき開催した。
また、研究分担者を北欧諸国に派遣して、そこで研究会を開催することを模索したが、当てに
していたスウェーデンの研究者とフィンランドの研究者が、それぞれ出産休暇に入ったことと、
学内の改組のため余裕がなくなったこととで、ともに不可能になったため、相談の結果、翌年
度 5月に開催される北欧現象学会で一緒にワークショップを開催することとなった。 
 平成 29年度は、「老い」を共同研究の核に据えて、それにまつわる身体的変容・老いと誕生・
老いと性・老いと病い・老いと障がい・老いと痛み・老いと死といった諸問題に焦点を当てる
こと、また、それぞれが取り組んで来た問題に相互乗り入れをすることで共同研究を深め、本
研究の共通テーマのワークショップを開催することも計画した。前年度からの繰り越しとなっ
た研究分担者の北欧諸国への派遣により、ストックホルム大学でセミナー“Feminist Phe- 
nomenology: Perspectives from Japan”(2017/6/12)を開催し、中澤と中がを発表を行い、スト
ックホルムの研究者と意見交換をし、また、トロンハイムのノルウェー科学技術大学での北欧
現象学会(2017/6/15-17)にて、浜渦が Plenary session “On Dis/Ability in Husserl's 
Phenomenology”を、稲原、小手川の 2人が、Irina Poleshchuk(Finland, Helsinki University)
と Lisa Folkmarson Käll(Sweden, Stockholm University)とともに Parallel session 
“Nordic-Japanese Panel: The Phenomenology of Vulnerability - Birth and Aging”を行った。
また、国内での研究会として、第 4 回研究会を日本大学(2017/5/27)にて、第 5 回研究会を神
戸大学(2017/9/30)にて、第 6回研究会を大阪大学(2018/1/29)にて行い、特に第 6回研究会は、
東アジア哲学会議「現象学・臨床哲学・倫理学 を繋ぐ」も兼ねて、中国語圏の研究者を 7人(広
州から 2人、香港から 1人、台北から 4人)招いて開催した。 
 平成 30 年度は、「老いと死」を共同研究の核に据えて、それにまつわるこれまで取り組んで
北諸問題との繋がりを考慮しながら、各研究分担者と北欧の共同研究者とが共同研究の成果を
まとめることに取り組んだ。ポーランドのグダニスク大学での北欧現象学会（2018/4/19-21）
にて、池田が“Phenomenological Perspectives on Implicit Bias”、小手川が“Phenomenology of 
Masculinities: Can the Phenomenology of Masculinities Contribute to Feminism? ”、筒井が
“Medicalization of Transgender and Possibilities of Gender Self-determination: The 
Japanese Situation”という口頭発表を行い、北欧現象学者たちと充実した討論の時間を持つこ
とが出来た。第７回研究会を國學院大學（2018/5/3）に行い、それを踏まえて、北京大学で行
われた第２４回世界哲学会議（2018/8/13-20）では、“The Phenomenology of Vulnerability: 
Birth, Aging, and Death”（Irina Poleshchuk, Xin Mao, Minae Inahara, Erika Ruonakoski, 
Shinji Hamauzu）、および“Trans-Cultural Phenomenology of Race” (Alia al-Saji, Eric 
Chelstrom, Tetsuya Kono, Shojiro Kotegawa, Helen Ngo)という二つのラウンドテーブルを
開催し世界各国の参加者と意見交換をすることができた。第８回研究会を立教大学（2018/8/25）
で Alia al-Sajiと Helen Ngoを招いたシンポジウムと共催で行った。それらの機会を通じて、
北欧諸国のみならず、東欧、中国、米国、豪州にも関心を共有する研究者がいることが分かり、
その後、ベラルーシ、リトアニア、ロシアでも研究発表・学術交流を機会を作ることができた。
第９回研究会を大阪大学（2018/11/10）にて、第 10回研究会を東京大学（2019/3/21）にて行
い、特に第 10 回研究会では、川崎、小手川、石原、池田が、それぞれの研究成果を発表する
とともに、研究組織全員の３年間の共同研究の成果となる論文集『傷つきやすさと有限性の現
象学的研究』を編集・発行した（ただし、出版社と刊行を交渉中なので、まだ未公開）。 
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